近世期～明治初期、北海道・樺太・千島の海で操業した紀州漁民・商人 by 田島　佳也
??歴史・民俗













































































の浜方で、1911 年（明治 44 年）の耕地
面積は 76 町９反１畝 13 歩である。栽培























































































































































































































































































































































化３年）～ 1815 年（文化 12 年）】、北蝦夷
地【1809 年（文化６年）～1875 年（明治８
























































































































































































































































































































































５年）にそれぞれ 472 人、211 人、418 人、








1822 年（文政４年）から 1834 年（天保
５年）までに、栖原家は 29 万 9544 両２
分余の利益を上げた。年によって、計上利








樺太漁場喪失後の 1891 年（明治 24 年）


































































































































































































































































































































く、1895 年（明治 28 年）から三井物産
会社が漁業の直営に乗り出した。
　栖原家もこの間、手を拱いていたわけ
ではない。1887 年（明治 20 年）には、
3556 円余の資金を投入し、択捉島の官有
鮭鱒鑵詰製造所の払い下げをうけたり（83）、

























































































































































































た。また 1907 年（明治 40 年）頃の荻
浜は、内外水産大東捕鯨、帝国水産の各
捕鯨会社の基地にもなっていた。『牡鹿
郡誌』（宮城県郷土誌叢刊　臨川書店　
1937 年）p23～28、p298。
（９）前掲「栖原家家譜」、「万延二年二月
　乍恐以書付奉願上候」（斉藤家文書　
国立国文学研究資料館）。
（10）清水藤太郎『日本薬学史』（南山堂　
1971 年）p387～388、『日本人名事典』
（２　平凡社　1979年）p260。
（11）前掲『湯浅町史』p856。
??
（12）前掲『湯浅町史』p849。
（13）南紀徳川史刊行会『南紀徳川史』（第
７冊　1932 年）p395～398。
（14）前掲『湯浅町史』p852。
（15）前掲『湯浅町史』p404、「栖原家過去帳」
（湯浅町字栖原、栖楽寺蔵）、栖原家文書
（和歌山県立図書館蔵）。
（16）「寛政四年子十二月一五日　乍恐以書
付奉願候覚」（栖原家文書、和歌山県立図
書館）。貴志康親『紀州郷土芸術家小伝
（全）』（国書刊行会　1975年）p９～10、
p197。　
（17）白山友正「飛騨屋武川久兵衛年表」（『函
館大学論究』第１輯　1965 年）p73～
82、同「飛騨屋の南部・秋田山及び松前
蝦夷地山並びに場所経営」（『函館短大論
叢』特集号 13号　1965年）。
（18）「大福帳」「漁方仕入帳」（金丸家文書、
下北郡佐井村教育委員会蔵）。
（19）『松前町史』（通説編第１巻上　1984
年）p722～726。
（20）「安永二年九月六日　乍恐以書付奉
願上候覚」、「安永三年甲午年六月　覚」
（武川家文書、武川久兵衛蔵）。
（21）白山友正「飛騨屋の南部・秋田山及
び松前蝦夷地山並びに場所経営」（『函館
短大論叢』特集号 13号）。
（22）前掲「大福帳」「漁方仕入帳」など。
（23）『釜石市史』（史料編１　1960 年）
p424～425、前掲「栖原家家譜」。
（24）『松前町史』（通説編第１巻上）p777。
（25）「文政二年卯九月五日　申渡」『綴』（羽
原文庫、東京海洋大学図書館蔵）。
（26）「天明五巳年松前店開発之節江戸店
江指下シ候書付綴」（栖原家文書、和歌
山県立図書館）。
（27）「天明五巳年松前店開発之節江戸店
江指下シ候書付綴」（栖原家文書、和歌
山県立図書館）。
（28）白山友正『増訂　松前蝦夷地馬首請
負制度の研究』（厳南堂書店　1971 年）
p867。
（29）｢財産並出納等概算書｣（栖原家文書、
和歌山県立図書館蔵）。
（30）拙著 p49。
（31）玉虫左太夫『入北記』（北海道郷土
資料刊行会　1964 年）。
（32）榎森進『アイヌの歴史』（三省堂　
1978 年）p100。
（33）「函館商業の慣例」『函館市史』（資
料編第２巻）p101。
（34）河野常吉編著『北海道人名字彙　下』
（北海道出版企画センター　1979 年）
p86～89。
（35）「休明光記　巻之一」『新撰北海道史』
（第５巻　北海道庁　1937 年）p335～
336。
（36）前掲『松前町史』（資料編第３巻）
p794。
（37）「箱館方仮御用留」（三井文庫蔵）。
（38）前掲『松前町史』（資料編第３巻）
p633。
（39）前掲『北海道人名字彙　下』p89。
（40）「安政四丁巳年三月御用留　白主御
用所」（北海道立文書館蔵）。
（41）「天保六年未九月　北蝦夷地勘定帳」
（栖原家文書、和歌山県立図書館蔵）。
（42）竹内運平『北海道史要』（北海道出
版企画センター　1977 年）p46。
（43）「蝦夷地御開拓諸書付諸伺書類」前掲
『新撰北海道史』（第５巻）p1466～1469。
（44）勝海舟「吹塵録　下」『海舟全集』（明
治百年叢書　第４巻　原書房　1968年）
p389。
??
（45）『竹四郎廻浦日記』（上巻　北海道出
版企画センター　1987 年）p560～651。
（46）前掲『竹四郎廻浦日記』（上巻）p575。
（47）菊池勇夫「場所請負制下の和人と
アイヌ」（『宮城歴史科学研究』27 号　
1987 年）p１～７。
（48）知里真志保「ユーカラの人々とその
生活」『知里真志保著作集』（３　平凡社
　1975 年）p49、本書の「東の空に」は「西
の空に」の間違いか。宵の明星は東の空
に出ない。なお、末岡外美夫は、スワラ
ノチウを宵の明星といっている（末岡外
美夫「旭川叢書第 21 巻　アイヌの星」
旭川振興公社。1975 年、p130～132）。
スワラノチウの存在は、佐々木利和氏の
御教示による。
（49）「多気志楼蝦夷日誌集二」（正宗敦夫
他編復刻「日本古典全集」第Ⅲ期、現代
思潮社、1978 年）p509。ロシア人の報
告によれば、アイヌがシャモの支配から
の脱出を望んでいたが、アイヌとシャモ
のこうした関係は、決定的にアイヌ社会
をシャモの漁業に従属させ、生活上不可
欠とさせていたようである。また、樺
太・千島交換条約締結後シャモの漁業か
らの引き揚げにより、樺太アイヌが飢え
で苦しんでいたことも伝えている（秋月
俊幸「十九世紀中葉の樺太における日本
人とアイヌ人」『エルム歴史通信』第６号、
1988 年）。
（50）	勝海舟「吹塵録　下」p382、p384。
（51）「天保六年未九月北蝦夷地勘定帳」（栖
原家文書、和歌山県立図書館蔵）。
（52）『北海道漁業史』（北海道水産部漁業
調整課　1957 年）p214。
（53）前掲『南紀徳川史』（第 7冊）p363
～365。総資産とは天塩２郡・択捉４郡
の干場やその他の設備、箱館店の地所・
建物などを指す。
（54）運送船は西洋型帆船６艘、大和型船
10艘で、この評価額は1885年（明治18
年）前後のもの。因みに、操船要員とし
て栖原店は船長16名、水夫191名を抱
えていた（「前掲『財産並出納等概調書』）。
（55）「和歌山県下所有不動産調」、1891 年、
（三井文庫蔵）。
（56）朝倉孝吉『明治前期日本金融構造史』
（岩波書店　1961 年）p184。
（57）竹内運平前掲書　p68～70、「元治
二丑年　山丹人渡来一件宇諸呂御用所」
（北海道立文書館蔵）。
（58）越中富山藩は 1808 年（文化５年）
の兵計画だけで、1822年（文政４年）は、
出兵そのものは行われず、命令が解除さ
れた。高瀬重雄『日本海文化の形成』（名
著出版　1984 年　第３編第３章）、『図
類一六四』（北海道大学付属図書館北方
史料室蔵）。各藩の警衛の実態について
は、史料の欠如から明らかでない。今後
は、資料の発掘をはじめとした実態の追
究が大切であろう。
（59）『鋸南町史』（国書刊行会　1983 年）
p940～949。なお、勝山藩は漁業に勝
山浦の捕鯨家・醍醐新兵衛をあてている。
この醍醐は、漁場開拓の可能性を視察す
るため、択捉島へも出かけている。
（60）「北蝦夷地開拓始末大概記」『大野市
史』（藩政史料編２）p662～665、高瀬
重雄前掲書（第３編第２章）、『福井県大
野郡誌』（福井県郷土誌叢刊上巻　臨川
書店　1985 年復刻）p175～176。
（61）「蝦夷地御開拓諸御書付諸伺書類」
（前掲『新撰北海道史』第５巻）p1476
～1477。
??
（62）前掲「栖原家家譜」。ここには幕府
の守備隊の撤退後、栖原家では「使用人
皆剣銃其他ノ武器ヲ整ヒテ（中略）守備
警衛ノ任ニ当り露冦ヲ撃退セシ事幾回ナ
リシヤヲ知ラズ」と記している。
（63）前掲『竹四郎廻浦日記』上巻		p564。
（64）「天保九年　日記」（林家文書、余市
町水産博物館蔵）。
（65）この年以降、栖原家は蝦夷地警衛に
派遣され、蝦夷地を分領された諸藩、と
くに仙台藩・庄内藩の用達や松前藩の沖
の口役銭収納取扱方、積銭収納取扱方、
箱館奉行の外国銀銭取扱方など、多くの
公務を果たした。また、各地の道路開削、
留萌場所の水道敷設も行った。
（66）「蝦夷風俗松前上蝦夷風説書」（函館
市中央図書館蔵）。
（67）「酉二月『覚』」（伊達家文書、北海
道大学附属図書館北方資料室蔵）。
（68）「天保八年　日記」（林家文書）。
（69）「一〇月『（無題）』」（栖原家文書、
和歌山県立図書館蔵）。包紙には「御書
付写し」とある。また、文書の端裏書に
は「御両家様江差出候書付写」とある。
（70）前掲「天保八年　日記」（林家文書）。
（71）北島正元編『江戸商業と伊勢店』（吉
川弘文館　1962 年）p523～549。
（72）拙稿「漁村と漁業」（『日本歴史大系
３　近世』　山川出版社　1988年）p727。
（73）前掲『湯浅町誌』p398。
（74）前掲「天保八年　日記」（林家文書）。
（75）「明治五壬申年　旧舘御藩負債之儀
ニ付、青森県福山御出庁所江自訴ニ及候
始末幷旧事務江差出候書類写　松前店」
（羽原文庫、東京海洋大学図書館蔵）。
（76）「明治十四年九月九日　御貸付金不
足弁償方之儀ニ付再歎願　綴」（羽原文庫、
東京海洋大学図書館蔵）。
（77）前掲「栖原家家譜」。遠藤吉平「北
海道並樺太ニ於ケル栖原家之事業」。
（78）『新撰北海道史』（第３巻　北海道庁
　1937 年）p682～683。
（79）「財産並出納等概調書」（栖原家文書、
和歌山県立図書館蔵）。
（80）前掲「箱館方仮御用留」。三井家は
大坂で為替用達を勤めた。
（81）田中修「場所請負制度の解体と三
井物産」（『経済論集』第８号、1959 年、
p80）。以下の記述は別注がない限り、こ
の研究による。
（82）「十代角兵衛（寧幹）の明治三拾年
五月『遺書』」（栖原家文書、和歌山県立
図書館蔵）。
（83）「北海道庁所管千島国紗那郡紗那村
鑵詰所、土地、建物、其他右ニ属スル物
件払下ニ付、命令書」（函館市中央図書
館蔵）。
（84）「明治廿七年十二月『択捉出張筆記』」
『栖原角兵衛一件書類』（三井文庫蔵）。
（85）笹森儀助『千島探検』（至言社　
1977 年）p65。
（86）時代が下った明治後期、栖原家 11
代目角兵衛（10 代目角兵衛寧幹の嫡男
辰蔵の廃嫡に伴って養子になった北村
半蔵の嫡男栄助）は、神戸の乾新兵衛の
娘むめと結婚した。この乾家は兵庫の酒
造業者で、日露戦争時に海運業に進出し、
乾汽船を創設。第一次大戦後は儲けた資
金で大々的に金融業を営み、のちに神戸
信託銀行設立に関わり社長に就任。栖原
家はこの乾家と閨閥を結んだ。ただ後の
栖原家没落を考えると、この乾家からの
強力な資金援助はなかったかと推測され
る。現在、栄助・むめの婚姻の時期、栖
??
原家と乾家の関係の始まりなどは一切わ
からない。乾家の海運業進出には恐らく
先達の栖原家が何らかの形で相談に与っ
たのではないかと推測される。乾家との
関係の究明は今後に残された課題である。
と同時に史料が残されていない栖原家の
没落過程の原因を知る手掛かりを得られ
るかも知れない。栖原家「系図」（拙著
『近世北海道漁業と海産物流通』p33）
参照。『国史大事典』第１巻、吉川弘文館、
1980 年、ｐ 744。『日本歴史大事典』第
１巻、河出書房新社、1972 年、ｐ 408。
